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各 題 材 の 特 色
	全体
	◆家庭分野で設定されている「Ａ家族・家庭と子どもの成長」「Ｂ食生活と自立」「Ｃ衣生活・住生活と自立」「Ｄ身近な消費生活と環境」の４つの内容に，「生活の課題と実践」，中学校での３年間の学習の見通しを立てさせる「ガイダンス」的な内容を加えた６つの内容で編修しました。
◆Ａ～Ｄを通して，基礎・基本の確実な習得を重視しました。本文の記述は，基礎・基本と参考・発展等の区分を明確にし，学習内容の精選と重点化が図れるようにしました。特に基礎・基本となる内容については簡潔かつ的確に記述し，文体も敬体表記にして，親しみをもって学習できるようにしています。
◆Ａ～Ｄを通して，実習・製作などの実践的・体験的な学習活動を豊富に設定し，その活動を通して，生徒が自立して主体的な生活を営むために必要とされる基礎的・基本的な知識および技術を習得できるように編修しました。
◆Ａ～Ｄを通して，「自立」と「共生」のテーマを縦軸にそれぞれの内容の中で生活の自立が達成できるようにしています。また「持続可能な社会」を横軸に設定することで，Ａ～ＣとＤとの連携を強化し，横断的に学習ができるようにしています。
◆各内容の入り口には，＜見開きの扉＞を設け，学習のめあてと各学習項目を示し，各内容のガイダンスと動機づけができるようにしました。
◆各内容の出口の頁には＜学習のまとめ＞を設け，冒頭の「学習の目標」を受けた「学習をふり返ろう」で学習のまとめや反省・自己評価ができるように配慮し，「生活に生かそう」では学んだことを生活の場で活用できるように具体例やヒントなどを示しました。

◆適宜，リンクマークを用いて，Ａ～Ｄ相互関連した授業ができることと，技術分野や他教科との関連も図ることができるように配慮しています。
◆実習・製作頁は，基本となるものを中心に参考・応用的なものまで多様な例を取り上げました。

＊各実習等は，作業の流れや手順，進め方を図式化して視覚的に分かりやすく表現し，見通しを持って学習に取り組むことができるように工夫しました。
◆作業中の事故防止や衛生上の観点，また防災を重視し，本文各所で「安全マーク」や「衛生マーク」，「防災マーク」を付して，それぞれの内容に即した注意点を記述しました。
◆内容のまとまりごとに基本となる色を変え，奇数頁には「爪見出し」を設けて生徒が関心・意欲をもって，頁を開きやすくするとともに，全体のどの部分を学習しているかが常に分かるように工夫しました。
◆全ページに豆知識として学習に関連した，ためになる便利な情報を取り上げ，爪見出しにも関連した写真を入れています。そのことで生徒の興味・関心が一層高まるよう内容も配慮しました。
◆カラーバリアフリーに配慮して，情報格差を解消するために色彩だけに頼らないでも必要な情報が得られるように輪郭線や文字を併用する等の配慮をしました。
◆環境保全の一環として，環境にやさしい大豆油インキを印刷に採用し，用紙は再生紙を使用しました。


	ガイダンス
学習指導要領Ａ(１)に対応
	◆３年間の学習の目標と見通しがもてる１時間の授業を想定した展開にしています。

	Ａ 家族・家庭と
子どもの成長
学習指導要領
Ａ(１)～(３)に対応
	◆家庭分野のガイダンスとなることも想定し，これまでの成長をふり返る導入，家庭の働きやそれを支える地域について学習する配列にしています。

◆子どもの成長の学習では，ふれ合い体験を重視し，ふれ合うための多種多様な方法を提示しています。

◆家庭生活を地域や社会との関連でとらえ，また幼児の成長を通して学んだこともふまえ，これからの家族関係を考える構成にしています。

	Ｂ 食生活と自立
学習指導要領
Ｂ(１)～(３)に対応
	◆中学生に必要な栄養や献立づくり，食品の選択の学習の後に，調理実習を設定しています。
◆栄養学習など目に見えにくい内容は視覚化して，理解しやすいようにしています。それまでの学習を総合し，肉・魚・野菜の調理と，副菜の例も豊富に示し，１食分，１日分の調理を計画立てて取り組めるように工夫しました。
◆科学的な視点を重視し，実験や観察の方法，結果例などを写真で示しています。

◆実習頁では生徒の意欲を高め，作業のイメージがわくよう，写真を効果的に使うことに留意しました。
◆「実物大の食材」・「食品と栄養素の関係・食品の概量と食品群別摂取量のめやす」と題して，折込で３頁見開きで示しています。

	Ｃ 衣生活・住生活
と自立
学習指導要領
Ｃ(１)～(３)に対応
	◆題材のストーリー性を重視し，日常着の手入れと補修をふまえて，布を用いた製作ができるよう，衣生活の自立の内容を継続して配置しました。そのため，住生活→衣生活の配列にしています。
◆住生活でも，住まいの働きから，地域やコミュニティ，まちづくりまで視点が広がるよう，ストーリー性を工夫しました。特に安全・防災に関する記述を充実させています。

◆製作頁では，調理実習同様，生徒の意欲を高め，また仕上がりのイメージを持つことができるよう，写真を効果的に使うことに留意しました。

	Ｄ 身近な消費生活と環境
学習指導要領
Ｄ(１)～(２)に対応
	◆消費者として主体的に行動できるよう，具体的事例を豊富に取り入れた題材の内容構成にしています。
◆情報化社会に対応して，中学生が遭遇しやすいインターネットによるトラブルの解決に向けたプロセスなども具体的に示しています。

◆購入だけでなく，使用や廃棄まで含め，考えて意思決定ができるよう，環境部分との流れがスムーズになるように工夫しました。

	生活の課題と実践
	◆Ａ～Ｃの学習で学んだことが生徒の興味・実態に合わせて生活に生かせるよう，「安全と省資源・省エネルギーも考えた課題」も含めて多種多様な課題例を28例提示しています。

	巻末資料
	◆「手を使ってやってみよう」，「言語活動の充実」，「安全と防災」（折込３頁分），「伝統文化を受け継ぐ」（折込３頁分）　と題した4つの資料を設けています。「手を使ってやってみよう」の「ひもを結んでみよう」と「編んでみよう」は，特別支援学校・学級での実習にも適しています。
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